
文

章
・

文

体

l立

じ

め

五
三
年 、
五
四
年
の
二
年
間
に
文
章 、
文
体
に
関
す
る
著
書
が 、
十
余
冊
刊

行
さ
れ
た 。
乙
れ
ほ
ど
の
量
の
公
刊
は
珍
し
い 。
し
か
も 、
そ
の
内
容
に
は
文

章
研
究
の一
つ
の
到
達
点
の
窓
味
が
考
え
ら
れ 、
同
時
に
論
文
と
合
わ
せ
て 、

新
し
い
時
代
へ
の
転
換
期
に
入っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る 。
以
下 、

単
行
本 、
論
文
の
順
で
内
容
の
紹
介
を
中
心
に
し
た
展
望
に
よ
っ

て 、
乙
の
期

の
特
色
を
浮
び
上
が
ら
せ
る
乙
と
を
試
み
よ
う
と
思
う 。

一
単行本

文
章
論 、
文
体
論 、
史
料
集 、
論
集
な
ど
と
多
様
な
内
容
に
な
っ

て
い
る 。

①
市
川
孝
『
浬一
一路
文
章
論
概
説』
(
教
育
出
版 、
昭
臼
・
9)
は 、
第一
章

文
章
論
と
文
章
指
導
で 、
国
語
教
育
へ
の
文
章
的
指
導
に
つ
い
て
の
留
意
点
を

考
え 、
第
二
t

六
章
で
そ
れ
ぞ
れ 、
文
章
と
文
章
の
分
類 、
文
脈
展
開
の
形

態 、
文
か
ら
文へ 、
段
落
と
段
落
と
の
関
係 、
文
章
の
構
成
と 、
文
章
論
の
研

究
分
野
に
つ
い
て
述
べ 、
第
七
章
文
章
表
現
の
様
相
で
は 、
表
現
や
文
体
の
問

題
が
文
章
指
導
の
際
の
有
用
性
を
考
慮
し
て
扱
わ
れ
て
い
る 。
昭
和
三
二
年
以

降 、
文
章
の
展
開
に
つ
い
て 、
そ
の
論
理
構
造
を
考
え
続
け
ら
れ
て
き
た
市
川

氏
の
現
代
の
文
章
を
対
象
と
し
た
研
究
の
体
系
が
示
さ
れ
て
い
る 。
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②
樺
島
忠
夫
『
日
本
語
の
ス
タ
イ
ル
ブ
ッ
ク』
(
大
修
館 、
昭
日
・
4)
内
容

は
三
部
か
ら
成
り 、
-
表
現
の
さ
ま
ざ
ま
で
は
表
現
変
異
が
言
語
行
動
時
の
条

件
の
ゆ
れ 、
特
に
も
表
現
態
度
に
左
右
さ
れ
て
生
ず
る
こ
と
を
論
ず
る 。
谷
崎

の
作
品
に
つ
い
て 、
描
写
の
度
合
が
薄
く
な
る
の
は
叙
述
の
目
を
設
け
た
り 、

語
り
の
形
式
を
採
っ
た
り
し
て
言
葉
の
特
性
を
生
か
そ
う
と
し
た
か
ら
だ
と
説

く 。
E
文
章
構
造
で
は 、
文
章
の
構
造・
生
成
を
意
図・
意
味・
文
脈
の
切
れ

続
き
の
各
構
造
が 、
重
な
っ

て
で
き
る
と
考
え
る 。
E
言
語
行
動
と
表
現
で

は 、
名
詞
の
比
率
が
大
き
い
文
章
は
要
約
的
な
文
章
で
あ
る
な
ど 、
理
解・
表

現
の
構
造
が
考
え
ら
れ
て
い
る 。
E
の
所
で
説
明
の
型
を
考
え
る
が 、
型
を
見

つ
け 、
生
成
の
た
め
に
「
ょ
く
で
き
た
説
明
文
に
限
り 、
分
析 、
記
述」
す
る

必
要
が
あ
る
と
述
べ
る 。
最
も
身
近
か
な
説
明
の
文
章
に
つ
い
て
さ
え 、
乙
の

よ
う
な
留
意
が
必
要
な
の
で
あ
る 。
文
章
研
究
の
道
の
り
は
全
く

遠
い 。

③
中
村
明
『
名
文』
(
筑
摩
書
房 、
昭
日
・
3)
一
名
文
論 、
二
名
文
の
構
造

に
分
か
れ
る 。
「
多
様
な
名
文
を
な
ら
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
示
す
乙
と
が

名
文
論
の
お
も
な
仕
事」
と
す
る
中
村
氏
は 、
名
文
の
真
価
は
文
章
に
た
だ
よ

う
雰
囲
気
と 、
そ
こ
か
ら
生
ず
る
感
動
の
質
に
あ
る
と
考
え
る 。
受
容
主
体
が

深
く
係
わ
る
た
め
か 、
近
現
代
の
作
家
五
O
人
の
文
例
に
つ
い
て 、
そ
の
言
語

的
性
格
を
析
出
し 、
表
現
面
に
反
映
し
た
か
ぎ
り
で
ス
タ
イ
ル
の
構
造
を
っ
き



体

と
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が、
ス
タ
イ
ル
の
構
造
は、

の
だ
け
で
終
っ
た。

文
章
論、
文
章
心
理
学
で
は、
お
よ
そ
扱
う
こ
と
の
な
い
古
典
文
学
作
品
に

つ
い
て、
語
学
的
に
そ
の
文
体
を
論
じ
た
最
初
の
研
究
書
が
現
わ
れ
た。
④
西

田
直
敏
『
平
家
物
語
の
文
体
論
的
研
究』
(
明
治
書
院、
昭
日
・
日)
が
そ
れ

で
あ
る。
昭
和
三
四
年
の一
篇
を
含
む
四
二
年
以
降
の
論
文
を
軸
に、
一
書
を

成
し
て
い
る。
理
論
篇
と
実
践
篤
と
を
具
備
し
た
意
欲
的
労
作
で
あ
る。
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
(
テ
キ
ス
ト)
の
言
語
的
様
相
の

解
明
を
表
現
主
体
(
発
信
者)
に
よ
る
表
現
手
段
の
選
択
と
い
う
函
か
ら
行
お

う」
と
し
て、
著
者
は
語
り
本
平
家
の
完
成
し
た
姿
「
覚一
本」
に
つ
い
て、

三
部
構
成
で
論
を
展
開
す
る。
文
体
基
調
論
で、
品
位
を
保
ち
節
度
あ
る
表
現

へ
の
志
向
と、
物
語
ろ
う
と
す
る
叙
述
態
度、
さ
ら
に
あ
る
べ
き
姿
を
描
乙
う

と
す
る
傾
向
を
指
摘
し、
文
体
組
成
論
で
は、
和
漢
混
清
文
が
和
文
体
を
主
と

す
る
乙
と
を
そ
の
基
幹
語
業
を
中
心
に
考
え
る。
文
体
様
相
論
で
は
敬
語
表
現

の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る。
自
敬
表
現
に
カ
を
注
ぎ、
天
皇
の
と
と
ば
に
ふ
さ

わ
し
い
統一
的
性
格
は、
文
体
基
調
の一
つ
の
現
わ
れ
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
乙

と
を
述
べ
る。
さ
ら
に、
文
章
展
開
手
法
と
し
て、
対
比
的
構
成、
補
注(
足)

的、
道
行
的
各
展
開
を
取
り
上
げ
る。
特
異
構
文
と
し
て、
(
題
目)
は
(
物

語)
型
構
造
の
表
現
形
式
や
理
由
説
明
形
式
な
ど
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る。

各
論
の
中
で、
様
相
論
が
全
体
の
五
五
・
三
%
の
頁
数
を
占
め
て
多
い。
具
体

的
実
質
的
論
考
に
比
重
が
置
か
れ
て
い
る
と
わ
か
る。
本
蓄
に
よ
っ
て、
平
家

物
語
の
表
現
の
性
格
が
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
た。
し
か
も
十
分
と
は
思
え
な

い
の
は、
平
家
の
大
き
さ
や
語
り
の
性
格
上、
表
現
主
体
が
単一
の
存
在
と
言

え
な
い
と
と
な
ど
が
関
係
し
て
い
よ
う。
が、
さ
ら
に、
文
体
が
「
分
析
結
果

を
総
合
す
る
ζ
と
に
よ
っ
て」
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
時
の
総
合
と
い
う
乙
と

一
文
ご
と
に
違
う
も

立・文文

が、
自
敬
表
現
の
場
合
を
除
い
て
明
確
で
な
い
ζ
と
に
も
よ
る
と
思
わ
れ
る。

組
成
論
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
た
語
実
に
し
て
も、
和
文
語、
漢
文
訓
読
語
の
二

面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で、
記
録
語
を
考
慮
し
な
い
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る。
本
書
が
古
典
の
文
学
作
品
の
文
章
研
究
に
多
く
の
示

唆
を
与
え、
指
針
と
な
る
乙
と
は
疑
い
な
い。

最
初
の
成
果
と
い
う
乙
と
は、
次
の
史
料
集
に
つ
い
て
も
言
え
る。
同一
人

に
よ
る
次
の
二
書
で
あ
る。
⑤
山
本
正
秀
『
近
代
文
体
形
成
史
料
集

発
生

篇』
(
桜
楓
社、
昭
臼
・
3)、
@
『
同

成
立
篇』
(
問、
昭
日
・
2)、
乙
の

二
書
に
つ
い
て
は、
す
で
に
本
誌
百
二
十
築
で
飛
田
良
文
氏
に
よ
っ
て
紹
介
ず

み
な
の
で
省
略
す
る。
た
だ、
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は、
乙
の、
学
会

へ
の
す
ば
ら
し
い
贈
物
が
内
容
と
し
て
も
つ
文
体
意
識
(
観)
史
が、
そ
の
ま

ま
文
体
史
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る。
文
体
を
支
え、
成
立
さ
せ
る
条
件
や
事
情

な
ど
に
つ
い
て、
教
え
る
所
を
十
分
に
活
用
し
た
い
も
の
で
あ
る。

と
れ
も
初
め
て
の
成
果
と
い
え
る
著
書
が
あ
る。
⑦
大
類
雅
敏
『
文
体
と
し

て
の
句
読
点』
(
栄
光
出
版
社、
昭
日
・
4)
で
あ
る。
我
国
の
句
読
法
は
言

文一
致
体
と
と
も
に
成
長
し
た
が、
文
章
研
究
に
取
上
げ
た
の
は
波
多
野
完
治

氏
で、
安
本
美
典
氏
は
句
読
点
間
の
距
離
を
文
体
的
特
徴
と
し
た。
本
書
で
は

句
読
法
を、
文
法
的
と
修
辞
的
と
に
二
分
す
る。
後
者
は、
句
読
点
の
審
美
的

価
値
や
側
面
で、
文
体
を
考
え
さ
せ
る
根
拠
で
あ
る
と
す
る。
つ
い
て
は、
本

書
の
内
容
は、
文
学
研
究
と
し
て
の
句
読
法
の
分
析
を
す
る
に
つ
い
て
の
基
本

的
考
え
方
や
方
法
を、
釈
迫
空
の
歌
な
ど
を
例
に
説
い
て
い
る
の
で
あ
る。

乙
の
二
年
間
の
史
的
意
味
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に、
文
章
研
究
の
論
文
を

編
集
し
た
本
が
出
た。
③
山
口
仲
美
編
『
文
章・
文
体

論
集
日
本
語
研
究

8』
(
有
精
堂
出
版
株
式
会
社、
昭
日
・
4)
で
あ
る。

本
書
は、
二
四
篇
の
論
文
を
四
分
類
し、
文
章
篇
七、
文
体
篇
十
二、
表
現
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論
三、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム、
文
章
作
法一
の
構
成
で
収
め
て
い
る。
論
文
は
「
文

章・
文
体
に
関
す
る
理
論
的
研
究
と、
現
代
日
本
語
の
文
章
文
体
を
対
象
に
し

て
行
っ
た
研
究
の
な
か
か
ら」
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
る。
論
文
の
あ
と
に、
山

口
氏
の
総
合
的
な
解
説
が
付
け
ら
れ
て
い
る。
そ
の
述
べ
る
所
は、
昭
和
期
の

研
究
の
歴
史
と
現
状
を
踏
ま
え
て
問
題
点
に
及
ん
で
い
る。

研
究
の
始
ま
り
が
最
も
早
い
文
体
論
か
ら
始
ま
っ
て、
現
在
の
問
題
点
と
克

服
の
た
め
の
考
え
と
が
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る。
文
体
論
で
は
「
語

学
的
文
体
論
と
文
学
的
文
体
論
の
対
立」
が
問
題
で、
「
両
者
の
統
合
の
可
能

性
に
挑
戦
す
る」
乙
と
が
大
切
で
あ
る
と
訴
え
る。
文
章
論
で
は、
国
語
学

上
の
位
置
づ
け、
文
法
論
と
の
関
係、
文
章
の
展
開
に
つ
い
て
線
状
的
と
ら
え

方
に
加
え
て、
空
間
的
同
時
的
把
握、
国
語
教
育
と
の
関
係
な
ど
の
問
題
が
あ

り、
文
章
論
を
深
め
る
た
め
に
は
「
個
々
の
文
章
の
実
例
に
即
し
て」、
考
察

し、
「
た
え
ず一
般
性、
傾
向
性
の
有
無
を
問
ひ
続
け
て
行
く
乙
と」
が
必
要
で

あ
る
と
説
く。
表
現
論
は、
在
来
の
表
現
過
程
の
研
究
に
加
え
て、
理
解
過
程
に

関
し
て
も
必
要
だ
と
述
べ
る。
時
宜
に
叶
っ
た
編
著
で
あ
っ
た。
現
代
語
に
加

え
て、
近
代
以
前
の
文
章
文
体
研
究
に
つ
い
て
も
同
様
の
編
集
が
望
ま
れ
る。

以
上
の
外、
数
年
来
の
傾
向
を
受
け
つ
い
で
文
章
作
法
書
の
類
が
多
い。

ニ

論
文

ω
理
論
的
研
究

ω
歴
史
的
研
究
と
す
る。

ω
卯
一
般
的
総
合
的
な
論

文
章
論
自
体
の
反
省
吟
味
を
内
容
と
し
た
も
の
に
次
の
諸
論
が
あ
る。
①
林

四
郎
「
修
辞
学
と
文
章
論」
(『
月
刊
乙
と
ば』 、
昭
日
・
1) 、
②
毛
利
可
信

「
語
用
論
と
文
章
論」
(『
言
語』 、
昭
臼
・
5) 、
①
甲
斐
睦
朗
『
文
章
論 、
そ

の
構
想
と
問
題
点」
(『
国
語
国
文
学
報』 、
昭
日
・
3) 、

④
島
田
勇
雄
「
文
法

論
と
修
辞
論
と
の
悶
ll「トロ
ッコ」
の
表現に
関連して
||」

(『
解
釈』 、
昭
日
・

日)
で
あ
る。

①
は
文
章
論
が
大
き
な
ま
と
ま
り
を
単
位
と
扱
う
よ
う
に
な
り、
修
辞
学
に

学
ぶ
点
が
多
い
と
述
べ
る 。
同
じ
林
氏
の
⑤
「
文
章
の
伝
達
論」
(『
言
語』 、

昭
臼
・
5)
文
章
の
完
結
性
を
測
る
尺
度
が
言
語
内
に
止
ま
ら
ず、
諸
種
の
条

件
が
か
ら
む。
そ
の一
の
伝
達
機
能
の
条
件
に
つ
い
て、
文
案
能
記・
所
記
に

表
現
者
を
加
え
た
三
側
面
に
分
け
て
観
察
し
た。
②
は
「
A
な
ら
ば
B
で
あ

る」
形
式
の
文
が
警
告
や
忠
告
の
文
と
し
て
機
能
す
る
時
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
話

者
聴
者
の
心
理
過
程
を
入
れ
て
考
え
た。
③
④
は、
文
章
論
へ
の
期
待
を
と
め

て
構
想
す
る
点
で
共
通
す
る。
甲
斐
氏
に
と
っ
て
は
「
言
語
作
品
を
解
釈
す
る

た
め
の
方
法
や
観
点
な
ど
を
提
供
す
る
理
論
体
系」
で
あ
り、
島
田
氏
に
と
っ

て
は
「
国
語
教
材
の
読
解
に
役
立
つ」
の
が
文
章
論
な
の
で
あ
る。

以
下
は
啓
蒙
的
な
論
で
あ
る。
⑤
波
多
野
完
治
「
文
章
の
ス
タ
イ
ル
に
つ
い

て」
(『
月
刊
と
と
ば』 、
昭
日
・
8)
は
文
体
に
二
種
を
認
め 、
文
章
心
理
学

が
両
者
の
究
明
を
目
的
と
す
る
と
述
べ
る。
⑦
安
本
美
血(
「
文
章
上
達
の
心
理

学」
(『
言
語』 、
昭
臼
・
5)
で
は 、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
研
究
を
踏
ま
え

て、
文
章
の
読
み
や
す
さ
は
セ
ン
テ
ン
ス
の
長
さ
と
用
語
の
や
さ
し
さ
に
関
係

し、
文
章
の
興
味
の
度
合
い
が
「
人
間
的
関
心」
に
富
む
か
ど
う
か
に
よ
る
乙

と
を
紹
介
す
る。
『42
塁間』
(
昭
日
・
3)
は
以
下
の
論
を
も
載
せ
て
い
る。
③

寿
岳
章
子
「
文
章
の
お
も
し
ろ
さ」、
③
芳
賀
綬
「
文
章
に
つ
い
て」、
⑬
稲
垣

吉
彦
「
文
章
の
実
用
性」

ll
内
容
は、
広
報
紙
が
読
み
手
に
納
得
し
て
も
ら

え
る
た
め
に、
知
ら
せ
る
側
は
相
手
の
実
用
性
に
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
た
文
章
を

書
く
乙
と
を
訴
え
る。
@
槌
田
満
文
「
報
道
文
章
の
限
界」
も、
記
者
と
読
者

に
限
界
の
再
認
識
を
訴
え
る。

ω
同

各
論
的
個
別
の
問
題
を
扱
っ
た
論

文
章
の
構
造
を
考
え
る
も
の
に
⑫
棒
島
忠
夫
「
説
明
文
の
構
造」
(『
論
集
日
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体

本
文
学・
日
本
語』
〔
以
下
に
『
論
集』
と
す
る〕
5
現
代

角
川
書
底 、

昭
臼
・
8)
が
あ
る 。
理
解
が
う
ま
く
成
り
立
つ
よ
う
に
構
成
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
説
明
文
の 、
実
用
に
即
し
た
効
果
的
な
型
を
教
材
を
例
に
考
え 、
そ
の

構
造
を
記
述
す
る
方
法
を
示
し
た 。
説
明
文
に
つ
い
て 、
実
用
性
を
強
調
す
る

と
説
明
書
き
と
混
同
す
る
と 、
注
意
を
喚
起
す
る
の
は 、
⑬
渋
谷
孝
「
説
明
書

き
と
説
明
文
||説

明的文
章の
属
性をめぐ
る一
考察
ll」(『

宮
城
教
育
大
学
国
語
国

文』 、
昭
日
・
4)
で
あ
る 。
同
氏
の
⑬
「
説
明
的
文
章
の
世
界
の
自
律
性
の

特
質
||教材鈴の

立
場につ
い
て
||」

(
⑬
に
同
じ 。
昭
日
・
2)
は 、
学
習
者
の

立
場
に
立
っ

て 、
情
報
の
質
と
量 、
内
容
を
決
め
る
べ
き
だ
と
説
く 。

⑬
安
達隆一
「
文
章
の
内
的
時
間
構
造伺
||文
章の統一原理を求めて
||」

(『
解
釈』 、
昭
日
・
2)
は
文
章
の
冒
頭
の
時
の
表
現
が
連
体
修
飾
と
な
る
か

連
用
修
飾
に
な
る
か
で 、
続
く
時
の
表
現
の
位
置
と
表
現
形
式
と
は
文
章
の
内

的
時
間
を
違
わ
せ
る
と
説
く 。

⑬
此
島
正
年
「
引
用

|1文構成上の
機
能
1l」

(『
湘
南
文
学』 、
昭
日
・
3)
は 、
引
用
勾
の
内
容
が
上
代
か
ら

現
代
ま
で
に

わ
た
っ

て 、
地
の
文
と
の
融
合
例
な
ど
種
々
あ
る
の
を
示
す 。
⑫{子
野
義
方

「
文
章
の
始
め
と
終り
の
型」
(『
国
語
と
国
文
学』 、
昭
日
・8)

で
も 、
古
代

か
ら

現
代
ま
で
を
見
渡
し
て 、
文
章
の
始
め
と
終
り
の
裂
の
消
長
を
概
観
し 、

「
い
つ 、
ど
乙
で 、
だ
れ
が」
の
順
序
は
容
易
に
破
れ
な
い
固
い
型
で
あ
る
と

考
え
て
い
る 。

表
現
に
関
す
る
論
で
文
脈
を
考
え
て
い
る
の
は 、
⑬
原
田
芳
起
「
語
奨
と
表

現
の
間」
(『
障
陰
国
文
学』 、
昭
日
・

叩)
で 、
語
の
具
体
的
な
意
味
内
容
を

定
着
さ
せ
る
の
は
文
脈
で 、
文
脈
が
表
現
す
る
場
面
で
あ
っ

た
乙
と
を
述
べ

る 。
な
お 、
『
国
立
国
語
研
究
年
報
ω』
に
は 、
「
現
代
語
の
表
現
の
文
体
論
的

研
究」
が
「
広
く

現
代
の
日
本
語
の
表
現
力
を
確
認
す
る
と
と
ろ
に
最
終
目

標」
を
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る 。
報
告
者
の
中
村
明
氏

主主・ 文文

の 、
⑬「『
お
みく
じ』
の
文
体
論」
(『
言
語生
活』、
昭弘
・
8)
は 、
お

み
く
じ
の
文
章
の
「
ス
タ
イ
ル
を
ス
ケ
ッ

チ」
し
た
も
の
で
あ
る 。

ω

歴
史
的
研
究

内
容
上 、
一
般
的
問
題
を
扱
う
場
合
や
作
品
単
位
に
考
え
る
も
の
な
ど
あ
る

が 、
一
括
し
て
時
代
順
に
扱
お
う
と
思
う 。

的

古
代
の
論
で
は
⑫
奥
村
悦
三
「
仮
名
文
書
の
成
立
以
前」
(『
論
集』
1
上

代 、
昭
臼
・
1)
が 、
正
倉
院
の
甲
文
書
を
扱
い 、
と
の
文
書
の
背
後
に
漢
文

の
文
書
が
範
例
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
を
考
え
た 。
@
半
沢
幹一
「
上
代
の
比

輸
表
現
に
つ
い
て
1l「

共通
性」
と素材との
関速か
ら
t|」

(『
国
語
学
研
究』 、
昭

日
-

U)
は 、
た
と
え
る
も
の 、
た
と
え
ら
れ
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
使
用
材 、

対
象
材
と
し 、
個
々
の
例
の
材
を
自
然
物・
人
間・
動
物・
植
物
な
ど
に
分

け 、
使
用
材 、
対
象
材
の
共
通
性
の
関
与
す
る
内
容
を
属
性
と
動
作
と
に
分
け

て 、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
傾
向
性
や
類
型
性
を
指
摘
し
た 。

仮
名
文
の
性
格
に
新
し
い
知
見
と
見
通
し
を
与
え
て
く
れ
た
論
が
あ
る 。
@

山
口
仲
美
「
平
安
仮
名
文
に
お
け
る
腕
化
性
の
問
題
ll源氏物語を

中心に
し

て
||」

(『
国
語
学』 、
昭
日
・
3)
で 、
曲腕
化
性
を
実
現
す
る
言
語
的
特
色
を

省
略
と 、
接
頭
辞
も
の 、
け 、
そ
ら
の
使
用
な
ど
表
現
の
仕
方
に
求
め
て
概
観

し 、
脱
化
の
効
果
を
も
っ
二
重
否
定
の
系
譜
を
伊
勢
か
ら
源
氏
へ
と
辿
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
述
べ
る 。
@
吉
岡
畷
「
物
語
の
冒
頭」
(『
学
習
院
大
学
国
語
国

文
学
会
誌』 、
昭
日
・
3) 、

@
石
田
穣
二
「
物
語
の
大
尾」
(『
文
学
論
藻』 、

昭
M
-

U)
も 、
文
章
の
展
開
を
考
え
る
の
に
資
す
る 。
@
は
「
今
は
昔
の
物

語」
か
ら
「
今
物
語」
へ
の
転
換
は 、
源
氏
物
語
で
「
実
質
的
か
つ
自
覚
的
に

巣
さ
れ
た」
と
す
る 。
@
は 、
枕
草
子
三
巻
本
の
放
の
末
に
み
え
る
「
と
ぞ
本

に」
の
形
を
基
本
と
す
る
結
び
の
形
式
を 、
物
語
や
広
く
書
物
の
大
尾
で
あ
る

と
説
く 。
以
下
は
作
品
単
位
の
論
で
あ
る 。
⑧
小
泉
道
「『
日
本
霊
異
記』
の
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文
章
管
見
11「

時」に
関
する
記述を
めぐっ
て
|l」

(『
論
集』
1
上
代 、
昭
臼
・
1)

は 、
時
に
関
す
る
表
現
八
先
1

後
〉
が
八
|

後
|

〉
を
含
め
て 、
編
者
の
景
戒

が
読
者
を
因
果
世
界
に
導
入
す
る
た
め 、
意
図
的
に
採
用
し
た
様
式
で
あ
ろ
う

と
す
る 。
撰
述
意
図
と
の
深
い
関
連
で
文
章
を
捉
え
得
て
い
て
説
得
力
を
も

っ 。
同
じ
霊
異
記
に
つ
い
て 、
⑧
松
下
貞
三
「『
日
本
霊
異
記』
に
お
け
る
漢
文

和
化
の
問
題」
(
⑧
と
同
じ)
は 、
語
序 、
返
読 、
敬
譲
の
補
助
動
詞
「
奉・

賜」
な
ど
に
よ
っ

て
和
化
の
実
態
を
考
え
た 。
形
式
面
の
特
徴
と
そ
の
意
味
と

を
緊
密
な
形
で
論
じ
た
も
の
に 、
@
塚
原
鉄
雄
「
伊
勢
物
語
の
構
成
原
理

|1文
章論的な
作
品
研究
||」

(『
国
語
国
文』 、
昭
日
・6)
も
あ
る 。
鎖
型
構
文

や
挿
入
構
文
と
助
動
詞
「
け
り」
な
ど
で 、
伊
勢
の
「
文
体
の
特
性
は 、
実
質

的
断
絶
を
形
態
的
遠
続
で
実
現
す
る
も
の」
と
考
え
て
い
る 。
同
氏
の
⑧
「
伊

勢
物
語
の
冒
頭
表
現」
(『
文
学
史
研
究』 、
昭
日
・
8)
は 、
伊
勢
の
文
体
を

支
え
た
断
続
的
連
続
性
の
志
向
が 、
官
頭
表
現
に
も
考
え
ら
れ
る
と
す
る 。

@
穐
固
定
樹
「『
御
堂
関
白
記』
の
引
用
形
式」
(『
大
谷
女
子
大
国
文』 、
昭
日

・
3)
は 、
記
録
の
文
章
を
考
え
る
基
礎
を
提
供
し
て
く
れ
る 。
〔
誘
導
語
|

引
用
部
|

結
尾
語〕
を
引
用
の
叙
述
と
よ
び 、
そ
の
三
要
素
ど
と
に
諸
形
式
を

あ
げ 、
〔
去
|

者〕
型
が
最
も
多
い
と
と
な
ど
を
指
摘
す
る 。
⑧
遠
藤
好
芙

「
記
録
体
に
お
け
る
『
朝』
の
語
繋
||『後二

条師通
記』
の
場

AT--」
も 、
記
録
の

文
体
を
語
集
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
基
礎
作
業
で
あ
る 。
引
用
に

関
し
て 、
@
木
野
佳
代
「『
和
泉
式
部
日
記』
に
お
け
る
消
息
文」
(『
金
城
国

文』 、
昭
日
・
2)
に
は 、
消
息
を
受
け
る
形
は
「
と
あ
り」
が
最
も
多
く 、

他
に
「
と
き
と
え
つ」
「
と
の
給
へ
り」
や
歌
で
終
る
場
合
が
あ
る
の
を
指
摘

す
る 。
@
多
屋
久
栄
「『
狭
衣
物
語』
に
お
け
る
女
性
の
描
写
に
つ
い
て
ll語

業的
観点から
||」

(『樟
蔭
国
文
学』 、
沼
田
-

m)
は、
女
性
を
描
写
す
る
語

の
内
容
を
多
面
的
に
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る 。

同

中
世
の
論
で
は
⑧
久
山
善
正
「『
方
丈
記』
〈
大
地
震
の
段
〉
の
表
現
に
つ

い
て」(『
論
集』
3
中
世 、
昭
臼
・6)

が 、
作
者
の
長
明
の
体
験
と
の
係
わ

り
で
文
章
の
表
現
効
果
を
考
え
た
も
の 。
@
佐
々
木
巧一
「
道
行
文
と
歌
枕

||
今
様か
ら「
平家」
へ
の
発展
-11」

(『
野
州
国
文
学』 、
昭
臼
-

m)
は 、
平
家
の

海
道
下
り
の
道
行
文
を 、
梁
塵
秘
抄
の
八
首
の
道
行
と
比
べ 、
平
家
が
古
典
の
歌

枕
を
多
く

取
込
み 、
太
平
記
の
道
行
文
の
型
を
す
で
に
作
り
上
げ
て
い
る
と
説

く 。
⑧
福
田
益
和
「『
古
今
著
聞
集』
の
研
究
|1助詞

『の』・『が』
の
用
仲間」
上・

中・
下」
(『
長
崎
大
学
教
養
部
紀
要
人
文
科
学』 、
昭
日
・

日)
は 、
「
の」
の
下

接
の
形
式
名
詞
を
分
類
し
て
「
の
と
と」
が
圧
倒
的
に
多
く
「
文
体
的
蓋
調
を

な
し
て
い
る
乙
と
が
看
取
さ
れ
る」
と
す
る 。

@
伊
藤
博
之「
法
語
に
お
け
る
散
文
意
識
||

親鷲の
場
合を
中心に
|l」(『
日
本

文
学』 、
昭
日
・
4)
は 、
仮
名
法
語
が
思
想
の
在
り
方
と
不
可
分
の
文
体
で 、

親
鴛
の
文
章
に
論
証
性
と
説
得
性
を
主
眼
と
し
た
中
世
散
文
の
達
成
が
あ
る
と

す
る 。
「
知
る
べ
く

(
と
な
り)」
や
主
題
の
提
示
文
「
そ
れ
ゆ
ゑ
は」
「
し
か

れ
ば」
な
ど
の
意
味
が
考
え
ら
れ
て
い
る 。
@
秋
本
守
英
「『
徒
然
草』
の
表

現」
(『
論
集』
3
中
世 、
昭
臼
・6)

は 、
叙
述
を
統括
す
る
部
分
の
「
も
の

な
り」
に
代
表
さ
れ
る
作
者
の
認
識
が 、
表
現
形
態
と
相
即
し
て
い
る
こ
と
を

丹
念
に
跡
づ
け
て 、
徒
然
草
の
文
学
作
品
と
し
て
の
統一
性
を
求
め
て
い
る 。

@
下河
部
行
輝「
太
平
記
の
文
章

ーよ語
導
入
形式を
めぐって
|l」(『

秋田
国
語

学
研
究』 、
昭
日-
m)
は、
平
家
の
「t
く」
形
式
が
鎌
倉
以
降「t
け
る

は」
へ
と
移
り 、

軍
記
物
の
特
徴
と
な
る
乙
と
を
述
べ
る 。

付

近
代
に
関
し
て
は 、
他
の
時
代
と
比
べ
最
も
多
い 。
大
き
い
テ
!

?
で
考

え
た
も
の
に
次
の
二
篇
が
あ
る 。
@
篠
田一
士
「
韻
文
か
ら
離
脱
し
た
近
代
の

散
文」
(『
日
本
文
学』 、
昭
日
・
4)
と
@
木
坂
基
「
欧
文
脈
の
消
長」
(『
言

語
生
活』 、
昭
日
・

日)
と
で 、
⑧
は 、
文
学
作
品
に
お
け
る
近
代
散
文
は
江
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戸
散
文
に
効
力
を
発
揮
し
た
聴
覚
的
な
も
の
を
排
除
し 、
視
覚
的
な
も
の
を
支

え
に
し
て
成
り

立
っ
た 、
そ
れ
は
日
常
言
語
に
接
近
す
る
と
い
う
使
命
を
実
現

す
る
乙
と
で
あ
る
と
い
う 。
⑬
は 、
「
欧
文
的
表
現
要
素
が」
「
文
章
の
近
代
化

を
揺
り
動
か
し
て
き
た」
「
そ
の
辺
り
の
事
情
を 、
小
説
の
文
章
を
中
心
に
概

観
し」
ょ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
が 、
抽
象
的
な
説
明
に
ほ
か
さ
れ
た
の
が
惜

し
ま
れ
る 。

体

言
文一
致
に
関
す
る
@
中
島
国
彦
「
言
文一
致・
写
生・
描
写
|二

葉
亭・

藤
村と
敏
文の
意
識
||」

(『
日
本

文
学』 、
昭
日
・
4)
は 、
文
学
者
の
意
識
と
時

代
と
の
係
わ
り
に
散
文
の
問
題
を
考
え
る
基
礎
を
お
く
乙
と
を
提
唱
す
る 。
以

上
の
論
と
対
照
的
に 、
語
学
的
に
言
文一
致
を
考
え
た
@
塩
沢
和
子
「
言
文一

致
体
の
成
立
|

演
説
速
記の
果した
役
割
||」

(『
上
智
大
学
国

文
学
論
集』 、
昭

日
・
1)
は 、
演
説
速
記
が
言
文一
致
体
の
土
台
に
な
っ
た
と
す
る
仮
説
を
劫

詞・
助
動
詞
に
つ
い
て
吟
味
し
た
も
の 。
丹
念
な
調
査
比
較
で
あ
る
が 、
仮
説

を
立
て
る
条
件
が
十
分
な
の
か
に
疑
問
が
湧
く 。
@
岡
本
勲
「
北
村
透
谷
の
詩

と
論
文

|土
体の
ゆれ
につ
い
て
|」

(『
論
集』
4
灘、
思
-
7)
は 、
表
現

内
容
と
表
現
様
式
と
の
関
連
性
を
考
察
す
る一
連
の
作
業
中
の一
篇
で
あ
る 。

文
学
の
ジ
ャ
ン
ル
別
に
分
け
た
表
現
内
容
を 、
回
想
完
了
の
助
動
詞「
き・
け
り・

ぬ
・

つ・
た
り・
り」
の
意
味
用
法
と
の
関
連
で
検
討
し
た 。
「
た
り・
り」
は
論

理
的
文
章
に
多
く 、
文
芸
的
文
章
に
は
逆
に
「
け
り・
ぬ
・

つ」
が
多
い
こ
と

を
突
き
と
め 、
そ
の
意
味
を
考
え
た 。
@
木
坂
基
「
明
治
文
語
と
し
て
の
『
た

け
く
ら
べ
』
の
乙
と
ば
付
11

題
名の
性
格
と
意
義につ
い
て
||」

(『
解
釈』 、
昭
臼
・

7)
は一
葉
の
文
章
に
対
す
る
評
「
雅
俗
折
衷
体」
の
意
味
を
題
名
「
た
け

く
ら
ぺ」
に
つ
い
て
考
え
た 。

@
遠
藤
好
芙「
有
島
武
郎
の
手
紙
文
の
文
体
ーーその

種
類
と
史
的
変遷
ーーl」(『
日

本
文
学
ノ
l
ト』 、

昭
日
・
2) 、
@
「
@
に
同
じ
|1種

類
とその
性
格
上・
下」

章・文文

(『
宮
城
学
院
女
子
大
学
研
究
論
文
集』 、
昭
日
・
6 、
MM)
は 、
指
摘
さ
れ
た

六
種
の
文
体
に
つ
い
て 、
@
は
口
語
文
体
が
最
も
多
い
が 、
明
治
末
年
ま
で
は

候
文
体
が一
番
多
い
と
指
摘
し 、
@
は 、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
と
意
味
と
を 、
筆

者
の
有
島
と
宛
て
た
相
手
と
の
関
係
を
考
慮
し
て
ま
と
め
た 。

以
上
の
外
に 、
作
品
作
家
の
個
性
的
文
体
に
関
す
る
論
が
あ
る 。

@
菅
野
圭
昭
「『
銀
河
鉄
道
の
夜』
の
文
体
分
析
|l

豊三口お
よ
び
逆
接の
表
現
』ll」

(『
解
釈』
昭
m
-

m)
は 、
表
現
の
窓
味
を
芸
術
観・
発
想
の
現
わ
れ
と
考
え

る 。
⑬
尾
地
百
々
樹「
室
生
犀
星
『
あ
に
い
も
う
と』
の
文
体
に
お
け
る
粘
着
性

に
つ
い
て」
(『
大
阪
教
育
大
学
国
語
と
教
育
片
岡
田)
は 、
粘
着
性
の
由
来

を 、
作
品
世
界
や
表
現
態
度 、
文
章
展
開 、
文
形
式 、
修
辞
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
考
察
し
た 。
⑬
本
城
ゆ
か
り
「
近
代
作
家
の
文
体
l|長塚

節と写生
文
ll」

(『
国
文
目
白』
昭
日
・
2) 、

@
北
川
典
子
「
岡
本
か
の
子
の
小
説
の
文
体
に

つ
い
て
||

林
芙
美子
との
比
較
||」

(『
大
谷
女
子
大
国

文』
昭
日
・
3)
の
二
篇

は 、
と
も
に
数
量
の
調
査
を
内
容
と
す
る
が 、
@
は 、
節
の
写
生
文
を
「
主
に

名
詞
に
拠
っ

て
筋
の
展
開
を
は
か
ろ
う
と
し」 、
動
詞
が
多
く
「
動
き
を
表
出

す
る
文
体」
と
す
る 。
@
は 、
か
の
子
の
文
体
を
「
や
わ
ら
か
で 、
流
麗
で 、

世華
や
か
な
印
象
を
与
え
る
文
章
で
あ
る」
と
す
る 。

上
代
の
項
に
次
の一
篤
を
追
記
し
た
い 。
@
小
谷
博
泰
「
宣
命
の
記
源
と
詔

勅

||よ
代に
お
ける
漢
文の
訓
読に
関して
||」

(『
訓
点
語
と
訓
点
資
料』 、
昭
日
・

3)
宣
命
の
起
源
に
つ
い
て
の
小
谷
氏
四
六
年
以
来
の
説
を
補
強
す
る
論
で
あ

る 。
漢
文
体
の
詔
勅
が
宣
命
に
類
似
す
る
事
実
か
ら 、
宣
命
を
翻
案
し
て
成
立

し
た
ろ
う
乙
と
を
考
え 、
中
国
の
詔
書
へ
と
湖
る
と
と
を
推
定
し
た
も
の
で
あ

る 。

113 
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文
章
研
究
は 、
現
代
の
文
章
を
扱
う
時
と
近
代
以
前
の
そ
れ
を
取
上
げ
る
場

合
と
の
両
者
の
間
で
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る 。
同
じ
方
法
が
適
用
で
き
な
い
ほ

ど
の
対
象
の
質
的
差
が
あ
る
か
ら
で
あ
る 。

現
代
文
章
を
扱
う一
般
的
研
究
に
つ
い
て
は 、
そ
の
機
能
役
割
や
表
現
意
図

が
捉
え
や
す
く 、

理
論
的
整
備
も
進
み
史
的
考
察
に
向
う
態
勢
が
で
き
て
き

た 。
個
別
的
研
究
は 、
文
体
論
の
形
で
文
学
作
品
の
主
体
的
な
も
の
を
作
者
に

関
し
て
考
え
る
も
の
が
多
い 。
ζ
れ
は
従
来
か
ら
の
傾
向
で
あ
る
が 、
よ
り一

般
的
類
型
の
研
究へ
の
流
れ
も
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る 。

一
方 、
史
的
文
章
を
対
象
と
す
る
研
究
は 、
類
型
的
文
体
研
究
が
少
な
く 、

表
現
意
図
や
編
纂
意
図
な
ど
を
手
掛
り
に
主
体
的
な
も
の
と
言
語
形
式
と
の
相

即
を
考
え
る
所
に
最
近
の
傾
向
が
あ
る 。
乙
れ
は
文
章
研
究
の
目
的
で
あ
る
文

章
の
統一
原
理
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
意
図
の
反
映
で
あ
ろ
う
が 、
個
性

的
文
体
論
の
史
的
文
章
へ
の
適
用
と
考
え
ら
れ
る 。
そ
の
背
景
は
ど
う
あ
れ 、

研
究
対
象
そ
れ
自
体
の
中
に
沈
潜
す
る
と
と
の
大
切
さ
を
銘
記
し
た
い 。
乙
う

し
た
個
別
的
観
察
を
踏
ま
え
て
類
型
を
求
め 、
一
般
的
性
格
を
抽
象
し 、
相
互

の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
乙
と
が
古
い
時
代
の
文
章
研
究
に
と
っ

て
は
必
須
で

あ
ろ
う 。
そ
れ
は
文
章
史
の
構
築
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る 。

怠
慢
に
よ
る
未
見
の
論
も
数
多
く 、
言
及
すべ
き
を
漏
ら
し
て
も
い
よ
う 。

取
上
げ
た
も
の
に
つ
い
て
も
舌
足
ら
ず 、
的
外
れ
も占の
ろ
う
乙
と
を
畏
れ
る 。

至
ら
ぬ
点
に
つ
い
て
は
各
位
の
ど
寛
恕
を
お
願
い
申
し
上
げ
る 。

||
宮
城
学
院
女
子
大
学
教
授

||


